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■■キキーーワワーードド：： （1）金属錯体 
 （2）発光材料 
 （3）有機 EL 
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Fig. 2. Absorption and Emission spectra of 
Complex1 (  )  2(  )  in CH₂Cl₂. 
Dashed Line : Abs., Solid Line : Emission. 

 

 

 

Table 1. Optical physics of complex 1, 2. 
 

■■  ははじじめめにに  
イリジウムや白金を含む金属錯体は発光センサや有機

ELディスプレイ用発光材料として利用されており、これまで
に数多くの発光材料が報告されている。ディスプレイ用発 
光材料として必要な赤・緑・青の三色のうち、赤・緑につい
ては、燐光発光材料が実装されているが、青色燐光発光
材料は、現在も探索が続けられている。近年、四座配位子
を有する白金(Ⅱ)錯体によって鋭い発光スペクトルを得られ
ることが報告された［1］。一方、我々はトリアジン基の導入
によりスペクトルが狭小化されることを報告している。本研
究では2つのフェニルピリジン骨格をメチレンでブリッジし
た四座配位子にトリアジン基を導入した白金(Ⅱ)錯体によっ
てスペクトルの狭小化が実現できると考えた。そこで、二座
配位子フェニルピリジンを発光性配位子とし、メチレンでブ
リッジした四座配位子を有する錯体1、さらにトリアジン基を
導入した錯体2を合成し、その発光特性を比較した。(Fig. 
1) 
  
  
  
  
  
  
  
■■  研研究究内内容容  
１．白金錯体合成経路 
白金錯体 2 の合成経路を Scheme 1 に示す。2,6-ジ

ブロモピリジンをジエチルエーテル中でモノリチオ化し、
クロロギ酸エチルと反応させ 1,1-ジ（6-(2-ブロモピリジ
ル））メタノンを収率 38%で得た。次に、メチルグリニャー
ル試薬でメチル基を導入し、1,1,-ジ（6-(2-ブロモピリジ
ル））エタノールを収率 75%で得た。ヒドロキシ基をウィリ
アムソン反応によってメチル化し 1-メトキシ-1,1-ジ（6-
(2-ブロモピリジル））エタン(3)を収率 93%で得た。合成
した 3とボロン酸エステル 4の鈴木・宮浦カップリング反
応により四座配位子 5 を収率 88%で得た。配位子 5 と
テトラクロロ白金（Ⅱ）酸カリウムを氷酢酸中で反応させ、
錯体 2を収率 24%で得た。 
 
 

 
２．吸収および発光特性の評価  
 錯体1, 2のジクロロメタン溶液の吸収スペクトルおよび脱
気条件下で測定した発光スペクトルを Fig. 2に示す。錯体
1, 2の吸収スペクトルではどちらも 250-280 nm付近にピー
クを持つモル吸光係数の大きな吸収帯が観測された。こ
れらの吸収は-遷移によるものと考えられる。錯体 1 の
発光スペクトルでは λ⁰⁻⁰ =514 nm の緑色発光を示した。ま
た、545 nm に 0-0 バンドに比べ強度比 0.93 の 0-1 バン
ドが観測された。発光スペクトルの半値幅は、2345 cm⁻¹で、
発光収率は Φ=0.77 の高い値を示した。錯体 2 の発光ス
ペクトルでは λ⁰⁻⁰ =514 nmの緑色発光を示した。また、545 
nm に 0-0 バンドに比べ強度比 0.73 の 0-1 バンドが観
測された。発光スペクトルの半値幅は、 2047 cm⁻¹で発光
収率はΦ=0.90 の極めて高い値を示した。 
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トトリリアアジジンン基基をを導導入入ししたた四四座座配配位位子子をを有有すするる  
白白金金((ⅡⅡ))錯錯体体のの合合成成とと発発光光特特性性  物物質質・・材材料料  

abs.
complex λ(nm)｛ε(M⁻⁻¹cm⁻⁻¹)×10⁴｝ λmax (nm) FWHM (cm⁻⁻¹) ΦPL

1 265(2.9) 288(2.7) 326(1.5) 406(0.8) 514 2345 0.77
2 268(4.0) 347(1.1) 514 2047 0.90
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